
はるボラフレンズの歩み

大治町学校支援地域本部
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◎名古屋市の西隣（庄内川西）

◎人口 約３．１万人

◎学校規模

大治中学校（生徒数：９７４名）

大治小学校（児童数：８３６名）

大治南小学校（児童数：６６０名）

大治西小学校（児童数：６０９名）

◎他地域から流入人口の増加

◎地域のつながりの希薄化

大治町について
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大治町の人口 ３２，６１９人 H30.6 末
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国の登録有形文化財
旧多宝塔

（中には、大日如来坐像）
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◎ 学校の教育活動を支援するため、地域住民の

学校支援ボランティアへの参加を進める。

◎ 学校・家庭・地域が一体となって地域ぐるみで

子どもたちを育てる体制を整える。

地域の教育力を高める

人と人のつながりを密に

学校支援地域本部（はるボラフレンズ）
のねらい

 6

◎ 先進地視察（H２５）
要綱づくり、名称の工夫

◎ 町教育委員会がコーディネーターを配置（H２６)
・ 社会教育課に待機

・ 教員ＯＢ＋地元住民の２名 （有給）

◎ はるボラフレンズの組織づくり

はるボラフレンズ発足まで
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はるボラフレンズ発足
～大治町の独自性～

４校のニーズに
応える地域本部
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◎ 学校支援ボランティアの募集

・ コーディネーターの友人＆知人

・既存の団体の協力

＜婦人会・ＯＮＢの会（登下校の見守り）・ＰＴＡ＞

・Ｈ２６ ７６名のボランティアでスタート

※ 年齢は、主として、６０代と４０代
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◎ 学校との連絡方法の確立

・教頭を窓口として、月末に翌月のボランティア要請を提出

・子どもとの活動支援

（授業支援、引率補助、行事補助など）

・参加ボランティアの名簿を事前に学校へ送付

・急遽の計画変更時は学校からボランティアへ連絡

・活動中のけが等についてはボランティア保険で対応
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調理や裁縫の学習
～ボランティアさんも予習をして～

教員と息を合わせて！！
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学校行事では、裏方を支援

運動会の時の駐輪場の整理
校外学習の引率 大助かりです
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できることは、楽しみなこと

中３生の学習（SSC)
～主に、日曜日に実施～

日本語の学習
～ともに活動して～
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◎活動の種類

・校外学習引率補助

・家庭科実習補助

・書写授業補助

・日本語指導

・学習支援

・地域未来塾

・特別授業講師

・学校行事補助

はるボラフレンズ活動の実際
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◎ 活動日数及び延べ人数

年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

参加延べ
人数(人)

546 1101 1093 1071

活動日数
(日）

113 286 254 303
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 ◎種類別人数（平成３０年度）

家庭科補助, 
405

書写補助, 179
校外引率, 73

学習支援, 74

学校行事, 97

授業講師, 23
環境整備, 4

日本語, 76

未来塾, 140

家庭科補助

書写補助

校外引率

学習支援

学校行事

授業講師

環境整備

日本語

未来塾
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◎ 行政の具体的な支援

・はるボラフレンズの活動へ向けての予算化

コーディネーターを臨時雇用職員として採用

（教員OB・地域住民）

コーディネーターが安心して活動できる

日常的に学校・ボランティアに連絡できる

はるボラが定着した要因 ①
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◎ 社会教育課（公民館内）に、

学校支援地域本部を設置

コーディネーターの待機場所

電話並びにコンピュータメール配信ができる

はるボラが定着した要因 ②
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◎ 様々な人が行き交い、様々な文化の
交流する公民館が活動拠点

ボランティアに参加したい人に
出会うチャンスが多い

はるボラが定着した要因 ③
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はるボラが定着した要因 ④

◎ 既存の団体が支援

（ONBの会・婦人会・PTA等）
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はるボラが定着した要因 ⑤

◎ 学校支援に限定した活動

・ 子どもとの活動が中心のボランティア活動

ボランティアが楽しい活動

参加しやすい活動

やりがいを感じる活動
中止した活動も！
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◎ 学校の協力

・ 管理職が職員に はるボラフレンズの活動意義を伝え、積極的な
活用を呼びかけ

・ 教頭を窓口としてコーディネーターとの連携を密にした。

・ 子ども、職員からの感謝の意思表示

ボランティア活動要請の増加
ボランティア活動の広がり

はるボラが定着した要因 ⑥
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・ ボランティアと子どもたちのふれあう機会ができ、

人と人のつながりが生まれた。

→ 子どもと地域の人・教師と地域の人の関係が密に

はるボラフレンズ成果 ①
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・ ボランティアが学校の教育活動に参加することで、

学校への理解が深まった。

→学校の忙しさ、教師の熱意を理解

はるボラフレンズ成果 ②
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・ ボランティアの活動を通して、学校が地域に開かれてきた。

→ 学校がはるボラへの相談増加 『困ったときのはるボラ』

（外国の子どもへの対応・特別授業の講師 等）

はるボラフレンズ成果 ③
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・ 地域の人にボランティア意識が高まった。

→ はるボラフレンズに参加する人の増加

『私たちでもやれる』

はるボラフレンズ成果 ④
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より専門的な知識を要する

授業補助

読み聞かせ

SSC 及び
はるボラ学習会

学校行事支援

登下校の見守り

環境整備

キャリア教育支
援

防災学習

おおはる・
ふれあい活動

農業体験（馬島・北間島）

放課後子ども教室

土曜学習

シニアいきいき講座

歴史講座

中学生も
ボランティア活動
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◎ 既存のボランティア団体との連携

はるボラ・婦人会・登下校の見守り・読みきかせサークル・

放課後教室運営サークル・ＪＡ・町内企業などとの連携の構築

平成３０年度

各団体との連絡会の実施 → 各団体の活動の内容の紹介

令和元年度

テーマ別に分かれワークショップの開催

→ 「子供たちのためにやれそうなこと・やってみたいこと」

を話し合う

大治町独自のネットワークの構築

学校支援から協働活動へ
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